
 

 

 

 

 

 

徳島市情報化基本計画 
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「徳島市情報化基本計画」の取組実績（令和元年度）について 

 

 

   令和元年度から令和 8年度までの 8年間を計画期間とする、「徳島市情報化基

本計画」では、具体的な 27 の取組項目について、着実な取組みを推進していく

ために、ＰＤＣＡサイクルを実施し、効果的・効率的な進行管理を実施している

ところである。 

   そして、計画初年度となる令和元年度の取組実績について、目標や計画のとお

り達成できたか等、取組項目ごとに振り返りと自己評価を実施した結果は、次の

とおりであった。 

    

  １ 自己評価結果 

    令和元年度における、27 の取組項目の目標や計画に対する取組実績について、

「Ｓ」～「Ｃ」の 4段階で自己評価を行った結果は、次のとおりであった。 

自己評価 
取組 

項目数 
割合 

Ｓ 目標や計画を上回る達成状況であった。 5 19％ 

Ａ 目標や計画どおりの達成状況であった。 15 55％ 

Ｂ 目標や計画を下回る達成状況であった。 7 26％ 

Ｃ 目標や計画を大幅に下回る達成状況であった（又は未実施）。 0 0％ 

合計 27 100％ 

            ※取組項目別の自己評価については、次頁の一覧表を参照。 

 

２ 総括 

全 27 の取組項目中、合わせて 74％に当たる 20 の取組項目が、「目標や計画

を上回る達成状況（Ｓ評価）」又は「目標や計画どおりの達成状況（Ａ評価）」

という結果であり、これらについては、次年度以降も引き続き着実な取組みを

行うとともに、更なる拡充も視野に入れて取り組んでいく。 

一方で、残りの 26％に当たる 7つの取組項目については、「目標や計画を下

回る達成状況（Ｂ評価）」といった結果であったため、担当部署と連携を図り

ながら、課題や問題点を洗い出し、改善策を講じていく。 
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取組内容

目標

＜取組内容＞
⑴　オープンデータの公開データ数の拡
　充を図る。
⑵　オープンデータに関する意識啓発の
　ため、職員研修を実施する。
⑶　市民や企業・大学等を対象とした
　オープンデータ利活用に関するイベン
　トを開催する。

＜目標＞
・本市が保有する情報を広く公開すること
で行政の透明性の確保を図る。
・オープンデータを活用することにより地
域課題の解決につなげる。
【公開データセット数：130】

＜取組内容＞
⑴　現在運用している統合型ＧＩＳ及び
　個別ＧＩＳについて、各システムの統
　合や連携等による効率的な運用に向け
　た調査・ 研究を行う。
⑵　ＧＩＳを活用した、空家等対策を推
　進する。

＜目標＞
地図の共有化による重複投資の軽減や業務
の効率化を図る。

＜取組内容＞
通学路で過去に事件事故が発生した場所
や、人通りの少ない場所等の電柱等に防犯
カメラを設置する。

＜目標＞
・犯罪防止につなげる。
・犯罪が発生した場合に、犯人の特定や事
件の早期解決につなげる。

＜取組内容＞
認知症高齢者を発見した人が、衣服等に貼
られたＱＲコード印字シールをスマート
フォン等で読み取ることにより、家族等に
居場所などを知らせるメールを送信でき
る、認知症高齢者見守りネットワークシス
テムを運用する。

＜目標＞
・認知症高齢者の見守りを可能にする。
・本人、家族、発見者、関係者等の負担軽
減を図る。

＜取組内容＞
鳥獣被害対策のために、罠仕掛け作動セン
サー（及び通信機能付きセンサーカメラ）
を利用した鳥獣捕獲システムを導入する。

＜目標＞
・鳥獣被害を減少させる。
・地元農家や猟友会の見回りに係る人的負
担を軽減させる。
・市民の安全安心を向上させる。
【アニマルセンサー（罠仕掛け作動セン
サー）の導入数：2基】

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

市民生活課、
青少年育成
補導センター

4

認知症高齢
者見守り
ネットワー
クシステム
の運用

認知症高齢者見守りネットワーク
システムを使用した高齢者の見守
り実績はないものの、チラシ等で
認知症の方に対する声かけや見守
りの方法についても同時に普及啓
発することで、認知症の理解・見
守りに対する意識啓発につなげ
た。

2

ＧＩＳ（地
理情報シス
テム）の効
率的運用

⑴　現在利用しているレイヤーを
　調査し、各利用課で個別に作成
　しているレイヤーについて、一
　括管理できていない等の課題を
　洗い出した。また、ＧＩＳ利用
　課への調査及び運用方法の確認
　を行うための資料を作成した。
　（情報推進課）
⑵　空き家の所有者や近隣住民か
  ら寄せられた苦情や相談につい
  て、随時、現地調査を行い、現
  場の写真や判明した情報などを
  ＧＩＳ地図システムに更新し、
　情報を一元管理した。（住宅
　課）

情報推進課、
住宅課

取組方針１「地域課題解決への取組みに向けたＩＣＴ利活用の促進」

農林水産課

ＧＩＳ利用課で追
加作成するレイ
ヤーの一括管理体
制を検討する。
その上で、登録内
容が重複するよう
なレイヤーが存在
しないか確認を行
い、各利用課へ利
用状況及び課題等
の聞き取りを実施
する。（情報推進
課）

普及啓発に努めて
いるものの、延べ
登録者数が少ない
ため、市民や関係
者に対して、「認
知症は誰でもなる
可能性があるこ
と」、「認知症に
なっても住みやす
いまちづくりが必
要」などの意識啓
発やまちづくりを
進める必要があ
る。

機器導入時期が予
定より遅れたた
め、年度内での実
証試験の効果が得
られていない。し
かし、当初予定の
2基から8基導入し
たことで、より多
くの猟友会員に実
証に参加してもら
い、使用状況等に
対する意見を得
る。

「徳島市情報化基本計画」の取組実績（令和元年度）一覧表

No 取組項目 取組実績 担当部署

1
オープン
データの推
進

⑴　オープンデータカタログサイ
　トの次年度のバージョンアップ
　について、委託業者及び広報広
　聴課と打ち合わせを行った。
⑵　職階別のオープンデータ研修
  の実施に向けて、検討を行っ
　た。
⑶　徳島県とオープンデータ利活
　用に関するイベントの開催につ
　いて協議を行った。
【公開データセット数：84】

情報推進課

自己
評価

Ｂ

改善・拡充策、
課題等

オープンデータに
関する研修の対象
者を課長級、課長
補佐級、係長級、
担当職員などに分
けて継続的かつ計
画的に実施し、
オープンデータの
意義に対する理解
を深め、全庁的な
推進体制を整え
る。

高齢福祉課

3
通学路防犯
カメラシス
テムの導入

・事業を実施している類似団体及
び四国の県都市に対し、防犯カメ
ラ設置事業に係るアンケート調査
を実施した。（市民生活課）
・朝の通学時のパトロール活動を
月2回程度実施し、補導活動時も
不審者情報のあった場所付近のパ
トロールを行うなど、危険箇所の
把握に努めた。（青少年育成補導
センター）

5

センサーカ
メラを利用
した鳥獣被
害対策の推
進

令和2年3月に、徳島市鳥獣被害対
策協議会において、鳥獣交付金を
活用し、8基のアニマルセンサー
（罠仕掛け作動センサー）を導入
した。そして、地区猟友会に貸し
出し、試験運用を実施中である。
【アニマルセンサー（罠仕掛け作
動センサー）の導入数：8基】
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取組内容

目標
No 取組項目 取組実績 担当部署

自己
評価

改善・拡充策、
課題等

＜取組内容＞
長期的な避難所開設時の防災拠点（学校や
コミュニティセンター等）においてＷｉ－
Ｆｉが利用できる環境にする。

＜目標＞
災害時の情報収集・伝達手段を確保するた
め、中心となる拠点施設においてＷｉ－Ｆ
ｉ環境の整備を図るとともに災害時協定な
どの活用を進める。

＜取組内容＞
スマートフォンを活用し、消防隊が警防本
部等へ災害現場の状況をリアルタイムで送
信し、共有した情報を基に迅速に対応する
ための現場中継システムを導入する。

＜目標＞
迅速かつ的確な活動方針の決定及び避難指
示等の早期判断の指針とするための情報を
映像でリアルタイムに共有し、円滑な災害
対応及び市民の安全確保を行う。

＜取組内容＞
市内の小・中学校に授業で使用するための
タブレット端末を整備する。

＜目標＞
ＧＩＧＡスクール構想に求めるところによ
り、児童・生徒が快適に学べる環境づくり
を推進する。
【タブレット端末：1,300台】
【無線ＬＡＮアクセスポイント：367台】

＜取組内容＞
⑴　ホームページでの情報提供を充実さ
　せる。
⑵　ＳＮＳを活用して市政情報や災害・
　緊急情報の発信を行う。

＜目標＞
・市政に対する市民の関心を高める。
・市政情報をより多くの人に分かりやすく
伝える。
・災害・緊急情報を迅速に発信する。
・時間・場所を問わず、手軽に市政情報が
得られるようにする。
【ＳＮＳの登録者数：1,550人】

＜取組内容＞
国際交流員（ＣＩＲ）が、徳島市公式ＳＮ
Ｓを活用して、本市の生活情報やイベント
に関する情報を外国語で国内外に向けて発
信する。

＜目標＞
・在住外国人等に対して、生活情報やイベ
ントに関する情報を効果的に伝える。
・本市の魅力を広く国内外に向けて発信す
る。
【徳島市公式フェイスブック「Tokushima
City English Page」への投稿件数：１件
／週】

Ｂ

Ｂ

Ａ

防災拠点で
の情報収
集・伝達手
段の確保
（Ｗｉ－Ｆ
ｉ環境の整
備）

導入機器の選定を行うとともに、
整備及び運用経費の精査を行っ
た。
また、他都市の整備状況等に関す
る調査及び研究を行った。
さらには、通信事業者との災害時
協定を締結した。（危機管理課）

7
現場中継シ
ステムの導
入

小・中学校
のタブレッ
ト端末の整
備

市内の小学校に、タブレット端末
を517台、無線ＬＡＮアクセスポ
イントを146台追加配備した。
【タブレット端末：1,300台】
【無線ＬＡＮアクセスポイント：
380台】

教育研究所

広報広聴課Ａ

6

機器の設置に関
し、関係部局（市
民協働課・教育委
員会）と更に協議
し、目標達成に向
けて計画的に設置
できるよう進行管
理を行っていく。
（危機管理課）

危機管理課、
市民協働課、
教育委員会

システム内容や導入について調査
及び検討を行った。

10

ＳＮＳを活
用した外国
語での情報
発信

徳島市公式のフェイスブック
「Tokushima City English
Page」に、英語で次の情報を定期
的に発信した。
①徳島市の行政サービスに関する
情報
②徳島市のニュースやイベント等
の情報
③徳島市国際交流員の活動に関す
る情報
④災害や避難に関する情報
⑤その他、管理責任者が必要と認
める情報
【徳島市公式フェイスブック
「Tokushima City English
Page」への投稿件数：１件／週】

総務課

9

ホームペー
ジ及びＳＮ
Ｓを活用し
た広報の充
実

⑴　広報広聴課で発見したホーム
　ページの不備について、随時、
　担当課に修正を依頼した。
　　また、所属長宛にホームペー
　ジの更新を依頼した。（令和元
　年8月及び令和2年2月実施。）
⑵　ツイッター、フェイスブッ
　ク、ラインに市政情報を定期的
　に投稿するとともに、台風接近
　時には、通常のＳＮＳでの投稿
　に加えて、ラインのメッセージ
　を活用し、災害・緊急情報を発
　信した。また、インスタグラム
　の導入及びＳＮＳごとの特色に
　応じた情報発信について検討し
　た。
 【ＳＮＳの登録者数：3,750人】

Ａ

ＩＣＴを活用した
システムの導入に
ついて検討し、関
係課と調整を行
う。

令和元年12月に閣
議決定された「Ｇ
ＩＧＡスクール構
想の実現」によ
り、必要とされる
タブレット端末及
び無線ＬＡＮアク
セスポイントの数
が大きく増加し
た。一部は国費補
助が適応される
が、学校現場への
導入や運営・保守
に係る費用負担が
大きくなるため、
今後の予算確保が
課題となる。

ＳＮＳごとの特色
に応じた情報発信
については、現状
の人員では対応が
困難である。

日本人の視点から
外国人に伝えたい
情報も投稿してい
くように積極的に
働きかけていく。

取組方針２「行政サービスの更なる拡充による市民の利便性向上」

消防局警防課

8
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取組内容

目標
No 取組項目 取組実績 担当部署

自己
評価

改善・拡充策、
課題等

＜取組内容＞
⑴　電子申請システムを利用した電子申
　請業務を拡充する。
⑵　マイナンバーカードを利用した電子
　申請（児童手当に関する各種手続及び
　児童扶養手当の現況届のお知らせ等）
　を実施する。

＜目標＞
各種講座や公共施設の予約など、いつで
も、どこからでも行政手続を可能にする。
【児童手当現況届の電子申請受付件数：
120件】

＜取組内容＞
⑴　マイナンバーカードを利用した証明
　書のコンビニ交付を行う。
⑵　マイナンバーカードを市立図書館利
　用者カードとして活用する。

＜目標＞
利用者の利便性を向上させる。
【コンビニでの証明書交付件数：4,700
件】
【マイナンバーカード交付数に対する図書
館利用者カードへの登録割合：20％】

＜取組内容＞
資源・ごみ分別アプリ「さんあ～る」を活
用して、ごみに関する様々な情報を発信す
るとともに、アプリ機能の拡充を図る。

＜目標＞
適正なごみ出しやごみの分別を促進する。
【アプリダウンロード数：5,900件】

＜取組内容＞
国内外に向けて本市の観光資源の魅力を発
信紹介できる多言語翻訳機能を有した観光
ポータルサイトを整備する。

＜目標＞
本市を訪れる外国人観光客を増加させると
ともに、本市の経済の活性化につなげる。
【徳島市公式観光サイト「Fun!Fun!とくし
ま」のアクセス件数：50,000件】

市民環境政策
課

14

観光ポータ
ルサイト活
用によるイ
ンバウンド
対策

徳島市公式観光サイト「Fun!Fun!
とくしま」を通じ、観光情報を発
信するとともに、掲載コンテンツ
の充実を図ることで、目標を上回
るアクセス件数を達成し、より多
くの観光客にＰＲを行うことがで
きた。
【徳島市公式観光サイト
「Fun!Fun!とくしま」のアクセス
件数：241,400件】

観光課

13

スマート
フォン等を
活用したご
みの適正排
出・分別の
啓発促進

お知らせ情報の機能を活用し、事
業開始の周知や注意喚起などを掲
載し、ごみ減量・再資源化事業に
ついて最新の情報を発信した。
（台風接近によるごみ収集中止情
報も発信した。）
また、多言語機能（英語・中国
語）及び問い合わせ先地図一覧表
示機能を追加し、利用者の利便性
とアプリダウンロード数の拡大を
図った。
【アプリダウンロード数：7,913
件】

今後、アプリダウ
ンロード数は、こ
れまでのような伸
び率は見込めない
ため、更に広報紙
や様々な方法によ
り周知することが
必要になる。

Ｓ

Ｓ

情報推進課、
子育て支援課

12
マイナン
バーカード
の普及促進

⑴　印鑑登録申請時に、コンビニ
　交付サービス案内のパンフレッ
　トを配布し、周知を図った。
　　また、セブン‐イレブン(市
　内30店舗）及びトヨタカローラ
　（市内の店舗）と官民包括連携
　協定を締結し、コンビニ交付
　サービス案内のパンフレットを
　配布し、周知を図った。（住民
　課）
⑵　平成31年4月1日から、市立図
　書館で、マイナンバーカードを
　図書館利用者カードとして利用
　できるサービスを開始した。
　　また、社会教育課内に「マイ
　キーＩＤ」の設定支援用端末を
　配置し、支援窓口を開設した。
　（社会教育課）
【コンビニでの証明書交付件数：
6,108件】
【マイナンバーカード交付数に対
する図書館利用者カードへの登録
割合：0.04％】

住民課、
社会教育課

11
電子申請の
充実

⑴　各部署の行政手続き等につい
　て、オンライン化する上での課
　題等を洗い出し、オンライン化
　の可能性がある行政手続きの精
　査を行った。（情報推進課）
⑵　児童手当現況届のお知らせ送
　信を実施し、電子申請の受付を
　開始した。また、児童扶養手当
　現況届のお知らせ送信を実施し
　た。（子育て支援課）
【児童手当現況届の電子申請受付
件数：2件】

⑴　行政手続きの
　担当部署に対
　し、オンライン
　化の可能性等に
　ついて、文書や
　聞き取りでの調
　査を実施する。
　（情報推進課）
⑵　市ホームペー
　ジなどの広報媒
　体を利用し、電
　子申請サービス
　の利用促進を図
　る。（子育て支
　援課）

⑴　印鑑登録申請
　時に加えて、住
　民票や戸籍の請
　求時にもパンフ
　レットを渡し案
　内する。
　　また、郵送で
　の戸籍の請求者
　に対しても、証
　明書とパンフ
　レットを同封し
　て郵送し、周知
　を図る。（住民
　課）
⑵　利用促進イベ
　ント等を開催
　し、積極的に周
　知を図る。（社
　会教育課）

Ａ

Ａ

4



取組内容

目標
No 取組項目 取組実績 担当部署

自己
評価

改善・拡充策、
課題等

＜取組内容＞
バスの運行情報をスマートフォン等からリ
アルタイムで取得できるバスロケーション
システム「とくしまバスＮａｖｉ  いまド
コなん」の普及に努める。

＜目標＞
路線バスの利用促進を図る。
【バスロケーションシステム「とくしまバ
スＮａｖｉ　いまドコなん」アクセス件数
（年間）：3,000,000件】

＜取組内容＞
・文書の作成・収受から保存・廃棄までの
文書ライフサイクルを一元管理できる文書
管理システムを導入する。
・電子決裁システムについて検討する。

＜目標＞
・文書事務の迅速化・共有化・適正化を推
進する。
・情報公開制度に係る事務を効率化し、市
民サービスの向上を図る。

＜取組内容＞
⑴　基幹系業務システムの安定稼働に努
　める。
⑵　国の方針等を踏まえ、オープン系シ
　ステム　（クラウド導入）への移行を
　検討する。

＜目標＞
・市民サービスの向上に努めるとともに、
事務処理の効率化を図る。
・法改正・制度改正に迅速に対応できるシ
ステムの構築を検討する。
・システム維持運用経費の削減につなげ
る。

＜取組内容＞
⑴　ＡＩを活用できる業務について調
　査・研究する。
⑵　ＡＩを活用して、保育所等の入所調
　整ができるシステムを導入する。

＜目標＞
市民の利便性向上や職員の負担軽減を図
る。

＜取組内容＞
ＲＰＡを活用した定型的で多量な庁内業務
の自動化について調査・研究する。

＜目標＞
・事務処理時間や職員の業務負担を軽減す
る。
・事務処理時の作業ミスを軽減する。

情報推進課、
会計課

19

ＲＰＡを活
用できる業
務の調査・
研究

・ＲＰＡ導入に向けた研修会や勉
強会を実施することで、各部署の
職員の理解を深めるとともに、意
識向上を図った。
・ＡＩ－ＯＣＲソフトウェアと機
器の無償貸し出しを受け、実際の
庁内の申請書等を用いた動作検証
を行った。
・メインフレームと連携したＲＰ
Ａソフトウェアを使用し、財務情
報システムへのテスト入力等の検
証作業を実施した。

ＲＰＡ導入に向け
て検討会を設置
し、予算要求時の
共通仕様書の作成
や開発・運用ルー
ルについて協議を
行う。
また、勉強会や研
修会を実施し、職
員の意識の更なる
向上を目指す。

Ｓ

情報推進課

18

ＡＩを活用
できる業務
の調査・研
究

⑴　各課職員を対象に、ＡＩ導入
　に向けた研修会を実施するとと
　もに、導入に係る費用調査及び
　仕様書作成について検討を行っ
　た。（情報推進課）
⑵　保育所等の入所調整で、利用
　調整基準の点数化について、他
　都市事例を参考に要件ごとの得
　点化を検討した。
　　また、電算システムへの導入
　方法について、現行での問題点
　等の洗い出しを行った。（子ど
　も施設課）

情報推進課、
子ども施設課

17
基幹系業務
システムの
安定稼働

⑴　メインフレーム関連のベン
　ダー及びシステム維持運用委託
　業者との報告会の開催やメイン
　フレーム関連機器等の定期的な
　保守点検の実施などにより、基
　幹系業務システムの安定稼働に
　寄与した。
⑵　オープン系システム（クラウ
　ド導入）への移行について、今
　後の具体的な方向性を示した、
　情報システム最適化計画の案を
　作成した。

情報システム最適
化計画について、
徳島市情報化推進
委員会で報告し、
策定できるよう
に、事前の徳島市
情報化推進部会で
協議を行い、協議
結果に応じた案の
修正を行ってい
く。

ＡＩを活用できる
業務について、情
報推進課が率先し
て無償の実証サー
ビス等を活用し、
各課に対して、使
用感や効果等につ
いて、より具体的
な情報提供を行っ
ていく。（情報推
進課）

Ｂ

Ａ

交通局、
地域交通課

16
文書管理シ
ステムの導
入

文書管理の現状を把握するため、
本庁舎地下倉庫と福島書庫の保存
文書の状況を調査し、それにより
得られた課題を整理するととも
に、先進地事例の研究も実施し
た。

総務課

15
バスロケー
ションシス
テムの普及

バスロケーションシステム「とく
しまバスＮａｖｉ  いまドコな
ん」の普及のため、各種媒体等で
周知・ＰＲを行った。
また、バスロケーションシステム
とツールとしてのユーザー間の親
和性が高いスマホ定期券（バスも
り！）の令和2年度導入に向けた
取り組みを進めた。
【バスロケーションシステム「と
くしまバスＮａｖｉ　いまドコな
ん」アクセス件数（年間）：
3,286,488件】

取組方針３「行政運営の効率化・最適化の推進」

スマホ定期券（バ
スもり！）導入に
かかるプロモー
ションと連携し、
徳島市・交通局の
ホームページや市
バスのりばでのチ
ラシ配布等による
利用促進ＰＲを積
極的に行う。
また、各種イベン
トや広報・情報媒
体を通じ、バスロ
ケーションシステ
ム「とくしまバス
Ｎａｖｉ　いまド
コなん」の更なる
認知度向上と普及
拡大を図ってい
く。

文書管理について
は、保存文書の管
理が大きなウエイ
トを占めており、
全ての保存文書の
状況を調査できて
いないことから、
引き続き調査を続
けていく必要があ
る。

Ａ

Ａ

5



取組内容

目標
No 取組項目 取組実績 担当部署

自己
評価

改善・拡充策、
課題等

＜取組内容＞
パソコンやスマートフォン等を利用し、オ
ンラインでウェブ会議を実施する。

＜目標＞
庁内外を問わず、自席で会議に参加するこ
とで、移動に要していた時間の有効活用を
図る。

＜取組内容＞
現行の人事給与システムの賃貸借契約が令
和2年9月30日で終了するため、新たな人事
給与システムを導入する。

＜目標＞
職員管理、給与の支払等を安定かつ継続し
て行う。

＜取組内容＞
休暇や時間外勤務等を管理する庶務事務シ
ステムを導入する。

＜目標＞
・休暇・時間外勤務等の申請から決裁まで
を電子化することにより、事務量の軽減を
図る。
・庶務事務システムに登録した勤務実績等
を人事給与システムと連携することによ
り、事務処理を効率化する。

＜取組内容＞
⑴　クラウドサーバを利用した火災や救
　急・救助事案を管理できるシステムを
　導入する。
⑵　防火対象物や危険物施設等に関する
　データについて、紙ベースからデジタ
　ル化することで統計事務を容易にでき
　るシステムを導入する。

＜目標＞
・各消防署や分署からもデータの検索、更
新を可能にする。
・入力ミスを減らすとともに、１回の入力
で報告書と統計情報を同時に更新すること
で業務効率化を図る。

＜取組内容＞
児童生徒の基本情報や成績情報、健康診断
の結果等の情報を一元的に集約できる県内
一律の学校業務支援システムを市内の小・
中学校に導入する。

＜目標＞
・学校内で共有すべき情報の一元管理を可
能にする。
・教員の業務負担の軽減を図る。
【システム導入進捗率：50％】

消防局警防
課、
予防課

23
消防統計シ
ステムの導
入

Ａ24
学校業務支
援システム
の導入

学校業務支援システムのハード
ウェア（サーバ）とグループウェ
アの調達及び構築を行った。
また、統合型校務支援システムの
仕様を確定した。
※徳島県教育委員会が一括して実
施し、県内市町村は経費を負担し
た。
【システム導入進捗率：50％】

教育委員会

令和2年度のシス
テム構築完了に向
け、今後も徳島県
及び県内市町村教
育委員会が、情報
を共有し進行管理
を行う。

⑴　当初の計画どおり、消防統計
　システムを新規で導入するとと
　もに、担当者向けに研修等を実
　施し、令和2年1月から新システ
　ムで救急統計入力を開始した。
　（消防局警防課）
⑵　消防統計システムのオプショ
　ンとして、防火対象物や危険物
　施設を管理する機能を新規導入
　するため、令和2年度予算の要
　求を行ったが、予算化されな
　かったため、同年度からの事業
　実施が不可能となった。（消防
　局予防課)

防火対象物や危険
物施設を管理する
システムの重要性
や必要性につい
て、予算要求時に
認識してもらうと
もに、システムの
導入先についても
複数の業者を視野
に入れて見積もり
等を行う。（消防
局予防課)

Ｂ

人事課

22
庶務事務シ
ステムの導
入

庶務事務システムの導入事業者を
決定するとともに、システムの要
件定義を実施し、システム開発を
進めた。

人事課

21
新人事給与
システムの
導入

新人事給与システムの導入事業者
を決定するとともに、システムの
要件定義を実施し、システム開発
を進めた。

Ａ

Ａ

20
ウェブ会議
の実施

徳島県・市町村情報化推進協議会
に、ウェブ会議を利用して参加し
た。
また、庁内ネットワーク上での利
用について、実証を行い完了でき
たことと、また、会議を主催し、
外部への招待と、外部からの参加
等について実証するなど、計画以
上の成果を上げることができた。

情報推進課

 ウェブ会議シス
テムを効率良く運
用するために、庁
内ネットワーク上
での設定・テスト
方法の確立や、使
用上のルールの策
定等が必要であ
る。

Ｓ

6



取組内容

目標
No 取組項目 取組実績 担当部署

自己
評価

改善・拡充策、
課題等

＜取組内容＞
⑴　情報セキュリティ監査を導入する。
　また、専門知識を有した第三者機関に
　よる監査を検討する。
⑵　情報セキュリティ研修や訓練を実施
　する。
⑶　情報セキュリティインシデント発生
　時の職員体制を構築する。

＜目標＞
⑴　情報セキュリティ上の問題点を把握
　し、改善につなげる。また、外部監査
　により、監査の客観性や公平性を確保
　する。
⑵　職員の情報セキュリティ意識の向上
　を図る。
⑶　インシデント発生時の被害の局限化
　と迅速な復旧を図る。
⑷　外部への情報漏洩事故をゼロにす
　る。
【監査対象事業数：24】
【情報セキュリティ訓練の実施回数：2
回】

＜取組内容＞
大規模災害時に、システムの早期復旧や業
務の継続を可能とする体制を整備するた
め、ＩＣＴ部門の業務継続計画（ＩＣＴ－
ＢＣＰ）を策定する。

＜目標＞
大規模災害が発生しても、最低限の業務を
執行できる体制を確保する。

＜取組内容＞
⑴　他の地方自治体でＩＣＴを活用して
　いる事例を調査・研究する。
⑵　ＩＣＴを活用した事務事業について
　庁内で連携できる体制を整備する。
⑶　情報格差の解消に留意しながら、Ｉ
　ＣＴの利活用を推進する。

＜目標＞
ＩＣＴを活用した市民サービスを推進する
組織体制を整備する。

取組方針４「情報化推進体制の整備」

27

ＩＣＴを活
用できる組
織体制の整
備

Ｓ

Ａ

Ａ

総務課、
情報推進課

26

ＩＣＴ部門
の業務継続
計画（ＩＣ
Ｔ－ＢＣ
Ｐ）の策定

ＩＣＴ部門の業務継続計画（ＩＣ
Ｔ－ＢＣＰ）の令和2年度の策定
に向けて、情報収集等に努め、作
業項目の整理や、スケジュール案
を取りまとめた。

情報推進課

25
情報セキュ
リティの強
化

⑴　内部監査を実施することで、
　問題点を発見し、当該課の事務
　を改善するとともに、各課で問
　題点を共有した。（総務課）
⑵　e-ラーニングや講義形式で職
　員の情報セキュリティ研修を実
　施した。また、令和2年1月に標
　的型メール訓練を実施した。
　（情報推進課）
⑶　徳島市情報セキュリティ委員
　会で、情報セキュリティインシ
　デント発生時の連絡体制等につ
　いて協議した後、全職員に対し
　周知を行った。
　　また、徳島市情報セキュリ
  ティポリシーの改定について検
  討を行った。(情報推進課)
【監査対象事業数：24】
【情報セキュリティ訓練の実施回
数：1回】

⑴　国や県のＩＣＴ政策の動向を
　把握するとともに、先進自治体
　でのＩＣＴを活用した取組み事
　例の調査・研究を行った。
⑵　ＩＣＴ推進員（仮称）が担う
　業務や役割の整理を行い、設置
　体制図及び設置要綱案を作成し
　た。
⑶　情報格差について現状や課題
　の分析を行い、解消するための
　方策について研究を行った。

情報推進課

情報セキュリティ
監査については、
内部監査項目の見
直しの検討及び第
三者機関となる外
部監査人の調査を
進める必要があ
る。また、監査導
入に必要な作業項
目を洗い出し、次
年度以降の実施に
向けたスケジュー
ル案を作成する。
(情報推進課)

計画の骨子案を作
成し、徳島市情報
セキュリティ部会
等で協議を行う。
また、より実効性
の高い計画とする
ために、防災部門
と連携し、他の防
災関連計画との整
合性について協議
する必要がある。

ＩＣＴ推進員（仮
称）が、安定的に
職務を遂行する上
で必要となる知識
や技術の向上を目
的とした、関連情
報の迅速な提供や
ｅ－ラーニング等
を活用した職員研
修の充実を図る必
要がある。
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